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久しぶりに 9 月スタートになった 2 学期ですが、相変わらず暑い日が続

き、熱中症予防のために、休み時間に外で遊べない日もありました。そんな

中、５月から実施していた民間委託による水泳学習は先日全学年が無事終

了し、また３・４年生の社会科見学も滞りなく実施できました。保護者の皆

様のご協力に感謝申し上げます。ありがとうございました。今月２日には

１・2 年生の遠足も控えています。暑さ寒さも彼岸までと言いますので、こ

の学校だよりが配布される頃には、だいぶ秋らしくなっているでしょうか。 

秋と言えば…春夏秋冬いずれが好きかはもちろん人によってそれぞれで

しょうが、古来、秋はずいぶんと日本人に好まれてきたようです。国語学者

の故・寿岳章子さんの随筆によれば、「源氏物語」に使われている語を調べ

てみると、よく登場する上位３００語に夏と冬は入らず、秋は春よりずっと

多いとか。また、万葉集でも、いちばん多く詠まれている花は「萩」だそう

です。草かんむりに秋と書く文字でハギを指すのは、日本独自のことだと聞

きます。 

意外かもしれませんが、今回のタイトルに置いた俳句にも出てくる「花

野」という言葉は、春ではなく秋の季語。秋の野辺に咲く花は思いのほか多

く、女郎花(おみなえし)、葛(くず)、竜胆(りんどう)など、総じて地味であ

りながら園芸種とは違う素朴な姿が、今の時代も詩心を誘ってやみません。 

秋を大きく分ければ、９月が「はしり」、１０月が「さかり」、１１月が「な

ごり」とでもいったところでしょうか。これからどんどん夜長になり、私達

の心も秋気に染まっていきます。読書の秋、スポーツの秋、芸術の秋、食欲

の秋…秋の盛りの１０月、子供達一人一人が自分の秋を毎日充実して過ご

せるよう、応援していきたいと思います。 
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生命の授業（６年生）・ＰＴＡ学校保健委員会 

９月６日（金）にくまがやピンクリボンの会の皆様にご協 

力頂き、６年生が生命の授業を行いました。がんについての 

学習や生命の尊さについて学ぶことができました。当日は、 

ＰＴＡ学校保健委員会も兼ねて行い、保護者の皆様にも参加 

いただきました。ご協力ありがとうございました。 

 

 
 
 
 

社会科見学（３年生） 
 ９月２０日（金）に３年生が社会科見学に行きました。熊 

谷青果市場、学校給食センター、行田消防本部の見学を通じ 

て、野菜や果物の流通や給食の調理の様子、くらしを守って 

いる消防士の仕事について学びました。 

 
 

 

 

 

社会科見学（４年生） 
社会科見学（４年生） 
９月２７日（金）に４年生が社会科見学に行きました。東 

秩父村の和紙の里、県立川の博物館の見学を通じて、県内に 

伝わる伝統工芸や河川と人々のくらしのかかわりについて学 

びました。                                                                                                                                                                   

 

 

 

 

 

３校校合同ＰＴＡ人権教育合同研修会 

 ９月２８日（土）に行田市佐間公民館にて、ほめる達人協会 

の川端勢至様を講師にお招きして、３校合同ＰＴＡ人権教育研 

修会が行われました。参加していただいた保護者の皆様ありが 

とうございました。 

 

 
１０月１０日（木）は学校口

座振替日です。口座のご確認

及びご準備をよろしくお願い

いたします。 

  


